
■県内で飼料用米として広く作付けされている「ミズホチカラ」は、いもち病真性抵抗性により
いもち病に強いとされていますが、近年、現地でのいもち病の発病が多く、減収しています。

■そこで、いもち病ほ場抵抗性を持つ飼料用米品種を育成しました。
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背景・目的

「ひなたみのり」は「ミズホチカラ」より多収で、いもち病ほ場抵抗性を持つ。

■ 「ひなたみのり」は、多収で縞葉枯抵抗性遺伝子Stvb-iを持つ「くらのぬし」を母に、多収で
いもち病ほ場抵抗性遺伝子Pi39を持つ「み系358」を父として交配した粳系統です。

■ 出穂期・成熟期は「ミズホチカラ」と同程度で、稈長・穂長は長く、穂数は少なく、千粒重は
大きいです。収量は、「ミズホチカラ」より多収で、品質は同程度です。籾・玄米の大きさや
品質から主食用品種との識別は容易です（表１、図１）。葉いもち及び穂いもちほ場抵抗性は
“強”です(表2)。

成果の内容

成果の活用方法(又は期待される効果)

留意点

■白葉枯病には弱いので常発地での作付は避けてください。
■2023年から早期・普通期栽培で、施肥法や栽植密度を検討します。
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■県内全域、特に主食用水稲との作期分散が必要な大規模経営体
早期水稲及び普通期水稲 330ha
「ミズホチカラ」に代えて県内の飼料用米用品種として活用します。

■地域段階で展示ほを設置し、普及に向けた知見を収集します。
飼料用米栽培マニュアル等を通じて、技術の普及を図ります。

表1 「ひなたみのり」の特性概要
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